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気象学会および関連学会行事予定

行　　事　　名

月例会「長期予報・大気
大循環」

日本気象学会昭和55年総
会・春季大会

第17回理工学における同
位元素研究発表会

開催年月日

昭和55年2月23日

昭和55年5月21日～23日

昭和55年6月30日～7月
2日

主催団体等

日本気象学会

日本気象学会

場 所

’気象庁

日本教育会館

国立教育会館

転織攣入ア『講座

　気象学へのガイダンス（25．4）

〔基礎コース〕

　気象解析の手引き（25．5）

　気象力学・気象熱力学（25．6）

　気象放射学への手引き（26・10）

　高層大気物理学入門（25．5）

　雲物理学・降水物理学（25．8）

　大気電気学・大気化学（25．12）

　気象の観測と測器（26．11）

　気象統計について（25．7）

気候学

生活と気象（25．6）

〔アドヴァーンスド・コース〕

　気象予測論（25．7）

・1979年12月

　　　これからの予定

’　回転流体力学を学ぶために（25．6）

　　対流論（25．6）

　　中小規模現象の気象学（25．11）

　　大気大循環論（26．2）

　　エーロゾルの気象学

　　気候変動論

　　熱帯気象学（25．8）

　　高層大気力学の諸問題（25．9）

　　高層大気物性（26．3）

　大気境界層（26．12）

　衛星気象学（25．8）

　　レーダ気象学（26．12）

　　惑星気象学（25．7）

　　自動気象観測（隔測）・通報システ

　　　ム

　（太字は既に掲載されたもの，カ

　ッコ内は掲載された巻号）

　応用気象学

　大気汚染（26・10）

　実験気象学（25．10，26．5）

　天候・気候改変の気象学

　海洋気象学（25．9）

　極地気象学（26．9）

　気象災害論（25．9）

気象教育論

気象データ処理法（26．4，26．”）

〔研究のすすめ方〕

　最近の気象資料（26．8）

論文の書き方

　気象学教科書・参考書のリスト
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